
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

乳幼児期
（0～5歳頃）

少年期
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壮年期
（40～64歳頃）

高齢期
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関
係
者
に
よ
る

働
き
か
け

学校教育

PTA

保育･福祉
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体得
生活リズムと基本的食習慣
食への関心、
コミュニケーション
食に関する基本所作

・
・

・

学習
健康と食、食品安全の理解
農林漁業や調理の体験
地域の食文化等への関心
環境や食料事情の学習

・
・
・
・

自立
食育の継続学習
食の大切さを意識
バランスのよい食事の選択

・
・
・

実行
食事内容の自己管理
家族での食や農の体験
環境配慮や地産地消の実践

・
・
・

伝承
健康状態に応じた食事調整
食を通じた地域での交流
食文化や知恵の伝承

・
・
・

保育所
幼稚園
認定

   こども園注）

学 校

家 

庭

職 場

生
活
場
面
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（１）ライフステージと生活場面に応じた食育

○　あらゆる世代の県民が望ましい食生活を送り、心身ともに健康で豊かに暮らすためには、生涯を通じ

た間断のない食育が重要です。

○　このため、乳幼児から成人、高齢者に至るまで、生涯にわたってそのライフステージと生活場面に応じ

た食育を進めます。

2. 取組の展開方法

ライフステージと生活場面に応じた食育

あいち食育いきいきプラン2030 ～第5次愛知県食育推進計画～

地 域
上記以外の
広範にわたる
生活場面
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　家庭は日常生活の基盤であり、家族、とりわけ子どもが家庭での食事や食卓等

での家族団らんなどを通じて、望ましい食習慣を身に付ける場として極めて重要

です。また、学校での学習や地域での体験活動で得られた知識や技術を身に付け

ていくために、家族間での情報共有や、家庭での実践が重要です。

家 庭

　乳幼児期から、発達段階に応じて豊かな食の体験を積み重ね、楽しく食べる

体験等を通じて食への関心を育み、基礎的な食習慣を身に付ける場です。このた

め、保護者組織や医療・保健関係者を始め、地域社会の関係者、あるいは小学校

関係者と連携を図りながら食育を実施します。

保育所
幼稚園

認定こども園

　若い世代や働く世代への食育は、健康管理や生活習慣病予防の点から重要な

ため、職場において積極的に取り組むことが必要です。このため、経営者や労働

者団体を中心に、健康診断等における医療・保健関係者との連携や、社員食堂を

活用した食品関連事業者との連携により食育を実施します。

職 場

　子どもが生涯にわたり心身の健康と豊かな人間性を育むため、望ましい食習

慣を身に付け、食の自己管理能力を培うとともに、食を通じて感謝の心を育み、

社会性を身に付ける人間関係の形成能力を養う場です。また、学校関係者や医

療・保健関係者、PTAなどを始めとする地域社会の幅広い関係者と連携・協力し、

コミュニティ・スクール注）などを活用して、さらに食育の取組を推進します。

学 校
（小学校～大学）

　県民一人一人がいつでも、どこでも食育に接し、生涯を通じた食育の実践が図

られるよう、学区や町内といった身近な地域社会を軸に、多様な関係者が、児童

館、コミュニティセンター、医療機関、薬局、食品販売店、食堂など様々な場面に

おいて食育に取り組みます。

地 域
上記以外の広範に
わたる生活場面
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